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【
総
合
運
動
場
の
利
用
制
限
】

　

大
会
当
日
６
月
17
日
㊏
〜
18
日
㊐

は
、
観
戦
以
外
で
の
総
合
運
動
場
の

利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
６
月
13
日
㊋
〜
16
日
㊎
と
、
19
日

㊊
〜
21
日
㊌
は
、
総
合
運
動
場
内
の

陸
上
競
技
場
と
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
屋
内
多
目
的
広
場
を
除
く
施
設

は
利
用
で
き
ま
す
が
、
設
営
業
者
な

ど
が
資
材
の
搬
入
出
お
よ
び
設
置
・

撤
去
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用

の
際
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
国
道
の
一
時
交
通
規
制
】

　

大
会
当
日
は
、
会
場
内
外
の
安
全

対
策
を
十
分
講
じ
て
い
ま
す
が
、
万

が
一
国
道
１
６
２
号
へ
ボ
ー
ル
が
飛

来
す
る
場
合
に
備
え
、
一
時
的
に
交

通
規
制
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
総
合
運
動
場
の
整
備
】

　

総
合
運
動
場
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

く
じ
助
成
金
を
受
け

て
、
平
成
28
年
度
に

ラ
グ
ビ
ー
ゴ
ー
ル
の

設
置
と
芝
生
化
工
事

を
行
い
ま
し
た
。

福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
プ
レ
大
会

　

福
井
国
体
の
プ
レ
大
会
と
し
て
、

11
月
に
「
内
閣
総
理
大
臣
杯
第
54

回
全
日
本
社
会
人
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
」
と
「
レ

デ
ィ
ー
ス
カ
ッ
プ
第
９
回
全
日
本

女
子
選
抜
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン

グ
選
手
権
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
の

競
技
が
観
戦
で
き
ま
す
！
お
楽
し

み
に
!!

と
　
き　

11
月
22
日
㊌
〜
26
日
㊐

と
こ
ろ　

市
民
体
育
館
（
後
瀬
町
）

入
場
料　

無
料

　

平
成
30
年
の
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
に
向
け

て
、本
番
を
見
据
え
た
プ
レ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

地
元
の
若
狭
高
校
と
若
狭
東
高
校
の
ラ
グ
ビ
ー

部
も
出
場
し
ま
す
。
ぜ
ひ
競
技
会
場
で
観
戦
し
、

市
民
を
挙
げ
て
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
！

平
成
29
年
度
北
信
越
高
等
学
校
体
育
大
会

第
39
回
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会

と
　
き　

６
月
17
日
㊏
～
18
日
㊐

と
こ
ろ　

総
合
運
動
場
（
口
田
縄
）

　
　
　
　

陸
上
競
技
場
・
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

出
　
場
　
福
井
、
新
潟
、
富
山
、
石
川
、
長
野
の
予
選

　
　
　
　

を
勝
ち
抜
い
た
12
チ
ー
ム

入
場
料　

無
料

競
技
日
程

　
17
日　

開
会
式
10
時
～　
　

第
１
試
合
11
時
30
分
～

　
　
　
　

第
２
試
合
13
時
～　

第
３
試
合
14
時
30
分
～

　

18
日　

第
１
試
合
10
時
〜　

第
２
試
合
11
時
30
分
〜

　
　
　
　

第
３
試
合
13
時
〜

※
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
、ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
で

　

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
優
勝
を
競
い
ま
す
。組
み
合
わ
せ
は

　

後
日
決
定

福井しあわせ元気国体競技別プレ大会開催！！

熱き戦いが いよいよキックオフ「福井しあわせ元気」国体・障害者スポーツ大会小浜市実行委員会

国体・障害者スポーツ大会推進課☎ 64・6071 

公式サイト　http://www1.city.obama.fukui.jp/kokutai/ 

　

大
会
の
会
場
に
は
、
一

般
観
覧
者
用
の
駐
車
場
が

あ
り
ま
せ
ん
。
竜
前
臨
時

駐
車
場
（
下
図
）
か
ら
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
利
用
の
う
え
、

来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
会
場
付
近
の
道
路
な
ど

　

に
は
駐
車
し
な
い
で
く

　

だ
さ
い

竜前臨時駐車場→総合運動場
6 月 17 日㊏

8 30 45
9 00 15 30

10 00 30 45 ※
11 00 15 45
12 00 30
13 00 30
14 00 30
15 00 30 45 ※
16 15 ※
6 月 18 日㊐

8 30 45
9 00 15 30 45

10 00 30
11 00 30
12 00 30
13 00 30
14 00 ※ 30 ※
15 00 ※ 30 ※
16

総合運動場→竜前臨時駐車場
6 月 17 日㊏

8 45 ※
9 00 15 ※ 30 ※

10 00 30 45 ※
11 00 30 45 ※
12 00 30
13 00 30
14 00 30
15 00 30
16 00 30 50
6 月 18 日㊐

8 45 ※
9 00 15 ※ 30 ※ 45 ※

10 00 30
11 00 30
12 00 30
13 00 30
14 00 30
15 00 30
16 00

竜前臨時駐車場★

駐車場地図

【
一
般
観
覧
者
用
の
臨
時
駐
車
場
】

【
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
時
刻
表 

※
は
回
送
】

若
狭
東
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部

若
狭
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部

【
部
員
39
人
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
３
人
】

【
部
員
21
人
・
マ
ネ
ジ
ャ
ー
３
人
】

若狭高校ラグビー部
キャプテン
三
み や け

宅 純
じゅんぺい

平 くん（3 年生）

若狭高校ラグビー部
監督
寺
てらもと

本 幸
こ う じ

司 さん（41 歳）

結果にこだわりたい

3 月の北信越大会で
は 3位に入りました
が、多くの課題も見
つかりました。現在
練習では、選手同士
のコミュニケーショ
ンを高めて、あうん
の呼吸での連携を目
指しています。
将来の目標は花園
（全国大会）で勝つ
ことなので、内容も
大事ですが、結果に
こだわりたいです。

迫力とスピード感を

昨年全国大会で経験
を積んだメンバーが
残り、北信越の強豪
とも渡り合えるチー
ムだと思っていま
す。大会までにしっ
かり準備をして試合
に臨みたいです。
ラグビーは体をぶつ
け合う激しいスポー
ツです。会場に足を
運んでいただき、そ
の迫力やスピード感
を楽しんでください。

ダイナミックな魅力

ラグビーは色んな個
性を持った選手が力
を合わせて一つにな
る究極のチームス
ポーツです。体重制
限がなくダイナミッ
クな試合も魅力です。
部員は少ないですが、
選手は自信と力を付
けてきました。応援
してくれる皆さんに、
粘り強いディフェン
スと、あきらめない
姿を見せたいです。

プレーで盛り上げる

上下の関係なく互い
にアドバイスを言い
合えるチームを目指
しています。スクラ
ムハーフ（司令塔を
担うポジション）と
しても今以上にゲー
ムを組み立てられる
ように励んでいます。
大会では、福井国体
が盛り上がるきっか
けとなるようなプ
レーを見せられるよ
うに頑張ります。

若狭東高校ラグビー部
キャプテン
杉
すぎやま

山 友
ゆ う と

斗 くん（3 年生）

若狭東高校ラグビー部
監督
朽
く つ き

木 雅
まさふみ

文 さん（44 歳）



個
性
を
伸
ば
す
お
手
伝
い
を

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
親
子
で
通
園
し

て
い
た
だ
き
、
小
集
団
で
の
遊
び
を

通
し
て
、
こ
と
ば
、
や
り
と
り
す
る

力
の
習
得
、
身
の
回
り
の
動
作
の
自

立
な
ど
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
作
る
」「
表
現
す
る
」

と
い
っ
た
こ
と
を
体
験
し
、
楽
し
い

こ
と
や
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
見

つ
け
、
子
ど
も
た
ち
の
個
性
を
伸
ば

す
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
子
育
て
世
代
が
中
心

で
す
。
一
人
一
人
の
特
性
に
応
じ
た

関
わ
り
方
を
一
緒
に
学
び
、
子
育
て

の
難
し
さ
や
楽
し
さ
を
共
感
し
、
共

に
育
ち
合
え
る
場
に
な
っ
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ

き
、
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

❺ 広報おばま　平成 29. 6 広報おばま　平成 29. 6 ❹

ひ
と
り
で
悩
み
を
抱
え
ず
に  

一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を

こころが奏でる詩を　こころを研ぎ澄ませて感じたい「CokoUta」

　子どもの発達や子育ての悩みについて、一人で抱え

ていませんか？気になることを誰でも気軽に相談でき

て、サポートを受けられる。それが「C
コ コ ウ タ

okoUta」です。

■問い合わせ　母と子の家「CokoUta」☎ 53・2603

母と子の家「CokoUta」
和

わ だ

田 賢
けん

 保育士（36歳）

ど
こ
が
運
営
し
て
い
る
の
？

市
の
施
設
で
、
平
成
29
年
度
か
ら
「
有

限
会
社
ふ
ら
む
は
ぁ
と
リ
ハ
ビ
リ
ね
っ

と
」
が
指
定
管
理
を
受
け
て
運
営
。

施
設
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

何
歳
ま
で
の
子
ど
も
が
対
象
？

就
学
前
の
子
ど
も
が
対
象
で
す
。
４
歳

児
ま
で
を
対
象
に
し
た「
乳
幼
児
療
育
」

と
、
５
歳
児
を
対
象
に
し
た
「
就
学
前

療
育
」
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。
保
育
園

に
通
い
な
が
ら
の
利
用
も
で
き
ま
す
。

支
援
の
内
容
を
教
え
て

子
ど
も
の
特
性
に
合
わ
せ
て
、
日
常

生
活
に
お
け
る
基
本
動
作
の
習
得
や

集
団
生
活
へ
の
適
応
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
遊
び
や
活
動
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

ど
ん
な
専
門
職
が
い
る
の
？

子
ど
も
の
理
解
や
成
長
を
促
す
、
作
業

療
法
士（
日
常
動
作
）、言
語
聴
覚
士（
こ

と
ば
）、
管
理
栄
養
士
（
食
事
）
な
ど

と
保
育
士
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

10
年
ほ
ど
前
に
、
母
と
子
の
家
を

利
用
す
る
家
族
が
、
卒
園
後
も
交
流

で
き
る
機
会
を
作
り
た
い
と
、
会
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
発
達
や
子
育
て
に
つ
い

て
悩
ん
で
い
て
も
、
市
役
所
の
窓
口

へ
行
っ
て
自
分
か
ら
聞
く
と
い
う
こ

と
は
、
で
き
な
い
人
の
ほ
う
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
方
で
、

悩
み
を
持
っ
て
い
る
人
は
年
々
増
え

て
き
て
い
る
と
も
聞
き
ま
す
。

　

母
と
子
の
家
で
は
、
専
門
家
に
よ

る
ア
ド
バ
イ
ス
や
リ
ハ
ビ
リ
が
受
け

ら
れ
ま
す
し
、
同
じ
悩
み
を
抱
え
る

親
同
士
が
交
流
す
る
こ
と
で
、
情
報

交
換
や
安
心
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

家
族
の
理
解
や
周
囲
の
目
な
ど
、

施
設
を
利
用
し
た
く
て
も
利
用
で
き

な
い
人
も
い
ま
す
。
で
も
、
相
談
や

支
援
は
早
け
れ
ば
早
い
だ
け
い
い
の

で
、
子
ど
も
の
た
め
に
一
歩
踏
み
出

す
勇
気
を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

支
援
や
施
設
の
体
制
な
ど
、
嶺
北

と
の
格
差
も
正
直
ま
だ
ま
だ
あ
る
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
県
へ
視
察
や

要
望
に
行
き
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
改
善
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
少
し
ず
つ
で
も
良
く
し
て
い

く
た
め
に
、
行
政
だ
け
に
任
せ
る
の

で
は
な
く
、
家
族
が
「
こ
う
し
て
ほ

し
い
」
と
い
う
声
を
挙
げ
、
届
け
る

こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
相
談
や
支
援

　

ご
は
ん
を
食
べ
て
く
れ
な
い
、
寝

て
く
れ
な
い
、
言
葉
が
心
配
な
ど
、

子
育
て
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

市
で
は
、
母
と
子
の
家
「
Ｃ
ｏ
ｋ

ｏ
Ｕ
ｔ
ａ
」
以
外
に
も
相
談
窓
口
を

設
け
、支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　

子
ど
も
と
遊
び
な
が
ら
、
気
に
な

る
こ
と
や
発
達
に
つ
い
て
相
談
で
き

る
「
な
か
よ
し
タ
イ
ム
」
を
毎
月
実

施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

☎
56
・
３
３
８
６

【
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
】

　

親
子
遊
び
や
自
由
遊
び
と
共
に
、

子
育
て
に
つ
い
て
相
談
で
き
る
「
あ

そ
び
の
教
室  

ひ
だ
ま
り
」
を
毎
月

実
施
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

☎
52
・
２
２
２
２

※
ど
ち
ら
も
当
日
参
加
は
で
き
ま
せ

　

ん
。
ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

たんぽぽの会　会長

川
か わ ぶ ち

淵 広
ひ ろ み

美 さん（48 歳・遠敷六丁目）

子どもが輝く、人に優しいまちづくり

小浜市母と子の家
児童発達支援センター ここうた

支えるヒト 母と子の家を利用する家族でつくる「たんぽぽの会」を立ち上げ、活動してきた川淵さんにインタビュー

People

利
用
ま
で
の
流
れ
と
手
続
き

利
用

悩
み

遊
び
方
が
わ
か
ら
な
い
。

し
つ
け
は
ど
う
し
た
ら
。

言
葉
が
遅
い
の
か
な
？

子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み

を
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。

利
用
を
開
始
。
利
用
は
無

料
（
市
町
村
支
援
）
で
す
。

母と子の家「CokoUta」
小浜市後瀬町 1-5
電話 53・2603
FAX 64・5150
cokouta@cpost.plala.or.jp

手
続
き

申
請
な
ど
利
用
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
一
人
一
人

に
合
わ
せ
た
計
画
書
の
作

成
な
ど
も
ス
タ
ッ
フ
が
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

相
談

そ
ん
な
と
き
は
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
利
用

前
に
「
Ｃ
ｏ
ｋ
ｏ
Ｕ
ｔ
ａ
」

の
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
体
験

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

専
門
家
に
よ
る
支
援
体
制
の
充
実

　

市
で
は
、
平
成
23
年
に
「
小
浜
市
の
総

合
的
な
発
達
障
が
い
者
支
援
計
画
」
を
策

定
。
専
門
委
員
会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

福
祉
・
教
育
・
労
働
な
ど
各
支
援
機
関
と
連

携
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
本
年
度
か
ら
は
、

庁
内
に
も
臨
床
心
理
士
を
置
き
、
よ
り
充

実
し
た
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
30
年
度
か
ら「
Ｃ
ｏ
ｋ
ｏ
Ｕ
ｔ

ａ
」に
お
い
て
、「
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
」を
実
施
予
定
。
放
課
後
等
支
援
体
制

の
整
備
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

※
Ｐ
17
に
も
小
浜
市
発
達
障
が
い
者
支
援

　

専
門
委
員
会
委
員
長
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　

を
掲
載
し
て
い
ま
す

母
と
子
の
家
延
べ
利
用
者
数
（
市
調
べ
）H24

264

H25

303

H26

315

H27

346

H28

408

（年度）

（人）

0

100

200

300

400

500

コ
コ
ウ
タ
を

知
ろ
う
！

利
用
し
よ
う



ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

小
浜
へ
の
ふ
る
さ
と
投
資
を

　

市
で
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
の
ふ
る

さ
と
投
資
の
仕
組
み
を
活
用
し
て
、

小
浜
の
資
源
を
生
か
し
た
商
品
開
発

や
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る
事
業
者

の
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
選
定
・

支
援
し
、
小
浜
の
活
性
化
や
地
方

創
生
の
推
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
３
月
に
は
、
市
の
特

設
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、
４
社
の

フ
ァ
ン
ド
を
掲
載
し
、
投
資
を
受

付
中
で
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
の
仕
組

み
や
各
フ
ァ
ン
ド
の
内
容
を
確
認

い
た
だ
き
、
新
た
な
取
り
組
み
へ
の

投
資
を
ぜ
ひ
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
年
度
も
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
み
た
い
事

業
者
を
募
集
予
定
で
す
の
で
、
奮
っ

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

❼ 広報おばま　平成 29. 6 広報おばま　平成 29. 6 ❻

商工観光課

田
た な か

中 正
ま さ と し

俊　課長

■若狭小浜へのふるさと投資 現在募集中のプロジェクト一覧

　　あなたの応援で小浜の魅力が広がります！

※ミュージックセキュリティーズ株式会社（第二種金融商品取引業者）が運営する投資型クラウドファンディングのプラットフォーム https://www.securite.jp

クラウド
ファンディング

　
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
か
？

　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

は
、
事
業
者
が
事
業
の
拡
大
や
新

た
な
展
開
を
行
う
に
あ
た
り
、
そ

の
事
業
の
趣
旨
に
共
感
し
、
応
援

団
と
な
っ
て
く
れ
る
一
般
の
人
々

か
ら
、
広
く
お
金
を
募
り
、
そ
の

資
金
を
元
手
に
事
業
を
行
う
と
い

う
も
の
で
す
。
事
業
者
は
、
支

援
者
の
声
も
聞
き
な
が
ら
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
を
行
い
、
そ
の

事
業
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
３
月
か
ら
、
４
つ
の

企
業
が
、
小
浜
の
魅
力
を
発
信
す

る
新
た
な
事
業
に
挑
戦
す
る
た

め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
活
用
を
始
め
ま
し
た
。

　

あ
な
た
の
応
援
で
、
こ
れ
ら
の

企
業
の
事
業
が
加
速
し
、
小
浜
の

魅
力
が
全
国
に
広
が
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、

周
り
の
知
り
合
い
に
も
声
が
け
い

た
だ
き
、
小
浜
の
魅
力
を
発
信
す

る
事
業
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問い合わせ　商工観光課☎ 53・9705

小浜の新たな事業を応援しませんか

【若狭塗箸海外販路プロジェクトファンド】
海外用の販促ツールの制作費をはじめ、展示会への出展費など、
海外進出のための資金を募集します。日本文化の世界的なブー
ムと共に、日本製の箸が注目を集めています。今回のプロジェ
クトは、若狭塗箸の本格的な海外進出を目指すファンドです。

一口金額：32,400 円　募集総額：7,350,000 円
事業者
カワイ株式会社

詳しい内容は
こちらから

【小浜の伝統若狭塗箸フナイワークスファンド】
塗箸の一貫生産体制を築くための素材木地の材料費を募集しま
す。資材から自社で調達することにより、消費者は素材からオー
ダーの希望を出すことが可能になり、これまで以上に消費者に
寄り添った商品の提供が可能になります。

一口金額：32,400 円　募集総額：3,150,000 円
事業者
株式会社フナイワークス

詳しい内容は
こちらから

【SABAR 鯖街道よっぱらいサバファンド①②】
鯖街道の歴史や小浜の魅力、小浜の養殖サバの価値を伝える「鯖
街道アンテナ飲食店」を東京、大阪、京都、小浜にオープンす
るとともに、市が「鯖、復活」プロジェクトで養殖したサバを買
い取って、飲食店で提供する費用を募集します。①では京都と
小浜の飲食店、②では東京と大阪の飲食店の費用に充てられます。

一口金額：26,250 円　募集総額：① 53,300,000 円②60,500,000 円

事業者
株式会社 SABAR 詳しい内容は

こちらから

事業者
株式会社若狭の恵

【若狭の恵  ひまわりの里  お米ファンド】
「ひまわり米」の認知度を高め、広くアピールするための広告宣
伝費用と設備費用の一部を募集します。おいしくて安心安全な
自社こだわりのコメをより多くの人に届けるため、ブランドを
全面に打ち出す直販ルートの拡大を目指すものです。

一口金額：32,400 円　募集総額：6,300,000 円
詳しい内容は
こちらから

ステップ５
利益の分配

投
資
し
た
事
業
の
売
り
上
げ
に
応
じ
て
、

投
資
家
に
利
益
を
分
配
し
ま
す
。
事
業

計
画
通
り
に
い
け
ば
、
投
資
額
以
上
の

分
配
も
期
待
で
き
ま
す
。
投
資
家
の
応

援
が
、
事
業
成
功
の
鍵
と
な
り
ま
す
。

ステップ４
特典の利用

投
資
を
す
る
と
、
フ
ァ
ン
ド
ご
と
に
さ

ま
ざ
ま
な
特
典
が
付
い
て
き
ま
す
。
企

業
は
商
品
に
対
す
る
意
見
を
求
め
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
特
典
を
使
っ
て
、
そ
の

感
想
を
企
業
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

ステップ 2
事業を選ぶ

市
の
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以
下
Ｈ
Ｐ
）

で
応
援
し
た
い
事
業
を
選
び
ま
す
。
特

設
Ｈ
Ｐ
は
、「
小
浜　

ふ
る
さ
と
投
資
」

と
検
索
す
る
か
、
市
公
式
Ｈ
Ｐ
に
あ
る

リ
ン
ク
か
ら
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ステップ 1
会員登録

ま
ず
は
「
セ
キ
ュ
リ
テ
」
と
い
う
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
仕
組
み
（
※
）

へ
の
会
員
登
録
が
必
要
で
す
。
お
金
の

や
り
取
り
が
あ
る
た
め
、
個
人
情
報
や

口
座
情
報
の
登
録
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

ステップ３
申し込む

事
業
を
選
ん
だ
ら
、
フ
ァ
ン
ド
に
申
し

込
み
ま
す
。

契
約
説
明
書
の
確
認
や
契
約
者
情
報
、

申
込
情
報
の
入
力
、
確
認
を
経
て
、
申

し
込
み
完
了
で
す
。

【
誰
で
も
応
援
可
能
！
参
加
方
法
と
仕
組
み
】

小浜で獲れるサバの稚魚 愛情を込めた飼育管理 まるまると太ったサバに 魅力を伝える飲食店で提供

　市では、平成 28年度から、「鯖、復活」プロジェクトとして、刺身でも安
心して食べられる美味しい小浜のサバを養殖する取り組みを進めています。
　今年の 3月 3日には、小浜に根付くサバ文化を誇りとし、未来に継承して
いくため、サバを愛し、サバを守り、サバの魅力を伝えることに取り組む「鯖を
愛するまち」を宣言しました。このプロジェクトを、市民の皆さんと一緒に進
めるため、企業と市が連携して、クラウドファンディングに取り組んでいます。

クラウドファンディング

×
「鯖、復活」プロジェクト



【
避
難
情
報
の
種
類
】

　

市
が
発
令
す
る
避
難
情
報
に
は
３
種
類

あ
り
、緊
急
性
が
高
い
順
に「
避
難
指
示（
緊

急
）」、「
避
難
勧
告
」、「
避
難
準
備
・
高
齢

者
等
避
難
開
始
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
を
見
聞
き
し
た
ら
、
避

難
を
開
始
す
る
な
ど
、
状
況
に
応
じ
た
行

動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
避
難
情
報
が
発
表
さ
れ
て
い
な
く

て
も
、
必
要
だ
と
感
じ
た
ら
、
自
主
的
な
避

難
行
動
や
そ
の
準
備
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

　【
緊
急
的
な
退
避
行
動
】

　

日
没
後
や
、
大
雨
で
道
路
が
冠
水
し
た

場
合
な
ど
、
災
害
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

避
難
所
へ
の
移
動
が
か
え
っ
て
危
険
を
伴

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
場
合
、

必
ず
し
も
避
難
所
へ
の
移
動
が
安
全
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
近
隣
の
頑
丈
な
建
物
へ
の

緊
急
的
な
退
避
や
、
家
屋
の
二
階
以
上
へ

避
難
す
る
「
垂
直
避
難
」
な
ど
、
身
を
守

る
行
動
を
優
先
し
ま
し
ょ
う
。

❾ 広報おばま　平成 29. 6 広報おばま　平成 29. 6 ❽

【
地
域
で
協
力
し
た
防
災
活
動
】

　

阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒
壊
し
た
建

物
か
ら
救
出
さ
れ
た
人
の
約
８
割
が
、
家

族
や
近
所
の
人
な
ど
、
共
助
に
よ
っ
て
助

け
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
発
生
直
後
に
お
い
て
は
、
共
助
に

よ
る
防
災
活
動
が
被
害
を
軽
減
す
る
う
え

で
と
て
も
重
要
で
す
。

　

と
り
わ
け
、
地
域
住
民
が
主
体
的
に
活

動
す
る
「
自
主
防
災
組
織
」
は
、
共
助
の

中
心
的
な
存
在
と
し
て
、
全
国
に
お
い
て

組
織
の
結
成
や
訓
練
な
ど
の
活
動
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、出
前
講
座
の
実
施
や
「
防
災
士
」

資
格
取
得
の
推
進
、
訓
練
や
資
機
材
整
備
等

の
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本

年
度
は
、「
小
浜
市
自
主
防
災
等
活
動
支
援

事
業
補
助
金
」
の
内
容
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

気
象
や
災
害
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
情
報
を
集
め
る
主
な
方
法
に

つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

【
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
】

　

天
気
予
報
や
台
風
情
報
等
を
確
認
し
て
、

避
難
や
準
備
の
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
防
災
行
政
無
線
】

　

市
か
ら
の
注
意
喚
起
や
避
難
情
報
な
ど

が
放
送
さ
れ
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
ア
ン
テ

ナ
を
全
部
伸
ば
し
て
受
信
し
て
い
る
か
、

放
送
が
途
切
れ
て
い
な
い
か
、
電
池
切
れ

の
サ
イ
ン
は
出
て
い
な
い
か
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
受
信
機
は
停
電
時
で
も
、
乾
電

池
に
よ
り
最
長
で
３
日
程
度
稼
動
し
ま
す
。

※
受
信
機
の
電
源
ラ
ン
プ
が
赤
と
緑
の
交

　

互
に
点
滅
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
電
池

　

切
れ
の
サ
イ
ン
で
す
。

【
携
帯
電
話
等
の
電
子
メ
ー
ル
配
信
】

　

登
録
制
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
市
が
避
難
情
報
等
を
配
信
す
る
「
小

浜
市
防
災
メ
ー
ル
」、
県
が
気
象
情
報
や
河

川
水
位
な
ど
を
配
信
す
る
「i-am

e

（
ア
イ

ア
メ
）
メ
ー
ル
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
地
震
速
報
な
ど
、
特
に
緊
急

性
の
高
い
情
報
に
つ
い
て
、
該
当
す
る
地
域

内
の
携
帯
電
話
に
一
斉
配
信
さ
れ
る
「
緊
急

速
報
メ
ー
ル
」（
登
録
不
要
）
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
迅
速
な
情
報
収
集
が
可

能
と
な
り
ま
す
。
無
料
で
利
用
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
】

　

洪
水
、
津
波
な
ど
の
災
害
の
種
類
に
応

じ
て
、
想
定
さ
れ
る
被
害
を
地
図
に
示
し

た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

自
分
が
住
む
地
域
の
特
徴
を
認
識
し
、
災

害
リ
ス
ク
へ
の
意
識
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
避
難
所
の
位
置
や
、
避
難
時
の
注

意
点
な
ど
の
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
あ
わ
せ
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、「
暮
ら
し
の
便
利

帳
」
や
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
公
民
館

な
ど
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

災
害
時
に
、
身
の
安
全
を
確
保
し
、
避

難
な
ど
の
適
切
な
行
動
を
と
る
た
め
に
は
、

事
前
の
備
え
が
重
要
で
す
。

【
非
常
持
ち
出
し
品
】

　

避
難
時
に
最
低
限
必
要
な
も
の
を
用
意

し
ま
す
。
非
常
食
や
水
３
日
分
、
身
分
証

の
コ
ピ
ー
、
お
薬
手
帳
、
ラ
ジ
オ
な
ど
を

リ
ュ
ッ
ク
に
ま
と
め
て
、
す
ぐ
持
ち
出
せ
る

所
へ
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
避
難
時
に
両

手
が
自
由
に
使
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

【
備
蓄
食
料
な
ど
】

　

災
害
の
長
期
化
や
自
宅
避
難
な
ど
に
備

え
て
、
長
期
保
存
が
可
能
な
レ
ト
ル
ト
食

品
や
缶
詰
、
保
存
水
な
ど
を
備
蓄
し
ま
し
ょ

う
。
そ
の
際
、
栄
養
や
嗜
好
、
ア
レ
ル
ギ
ー

な
ど
も
考
慮
し
ま
し
ょ
う
。

　

普
段
家
で
食
べ
る
も
の
を
少
し
多
め
に
買

い
置
き
し
、
定
期
的
に
消
費
し
て
、
減
っ
た

分
だ
け
補
充
す
る
「
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

（
回
転
備
蓄
）」
は
、
備
蓄
と
同
時
に
期
限
の

管
理
や
調
理
方
法
の
確
認
に
も
な
り
ま
す
。

【
家
具
の
固
定
】

　

地
震
に
よ
る
負
傷
の
約
４
割
が
、
家
具
の

転
倒
や
落
下
に
よ
る
も
の
で
す
。
家
具
の
固

定
や
、
配
置
を
工
夫
し
安
全
な
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
な
ど
、防
止
策
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

【
火
災
警
報
器
等
の
設
置
】

　

消
防
法
に
基
づ
き
、
各
家
庭
に
お
い
て

も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
早
期
に
火
災
に
気

付
き
、
命
を
守
る
た
め
に
、
必
ず
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

【
避
難
先
や
連
絡
方
法
の
確
認
】

　

災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う

に
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

日
中
、
学
校
や
職
場
等
で
災
害
が
起
き

た
場
合
、
ど
こ
に
避
難
す
る
か
、
ど
う
や
っ

て
連
絡
す
る
か
な
ど
、
事
前
に
家
族
で
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
所
の
場
所
や
避
難
経
路
の
ほ
か
、

「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）」
の

使
い
方
を
覚
え
て
お
く
な
ど
し
て
、
備
え

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
近
所
に
安
否
の
確
認
先
を
伝
え

る
な
ど
、
普
段
か
ら
地
域
で
助
け
合
い
の

輪
を
広
げ
て
お
く
こ
と
で
、
被
害
の
軽
減

や
二
次
被
害
の
予
防
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

①
事
前
に
備
え
る

　
●
モ
ノ
を
備
え
る

　
・
非
常
持
出
品
の
準
備

　
・
備
蓄
食
料
な
ど
の
準
備

　
・
家
具
の
固
定
（
地
震
対
策
）

　
・
火
災
警
報
器
等
の
設
置
（
防
火
）

　
●
ヒ
ト
が
備
え
る

　
・
避
難
先
や
連
絡
方
法
の
確
認

　
・
地
域
で
協
力
し
た
防
災
活
動

　

②
情
報
を
集
め
る

　
●
情
報
の
集
め
方
い
ろ
い
ろ

　
・
テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
・
防
災
行
政
無
線

　
・
各
種
の
電
子
メ
ー
ル
配
信

　
●
地
域
の
特
徴
を
知
ろ
う

　
・
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

③
適
切
に
判
断
す
る

　
●
避
難
に
つ
い
て
知
ろ
う

　
・
避
難
情
報
の
種
類

　
・
緊
急
的
な
退
避
行
動

　災害は、いつ襲ってくるか分かりません。被害を最
小限に食い止めるためには、日頃の準備が大切です。
　これから梅雨・台風の季節をむかえるにあたり、災
害への備えについて、改めて確認してみましょう。

■問い合わせ　生活安全課☎ 64・6006

のススメ防災
  

災
害
に
備
え
る

  

３
つ
の

  

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

平成 25年台風 18号で発生した土砂災害（忠野）各地域で自主的な防災訓練

（持ち出し品の例）

低

（避難情報の種類）

避
難
指
示
（
緊
急
）

避
難
勧
告

避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

高緊急性

メール配信の登録はこちら

小浜市防災メール（市配信）

https://mail.cous.
jp/bousaiobama/

http://i-ame.ame.
pref.fukui.lg.jp/

i-ame メール（県配信）

   

①
事
前
に
備
え
る

   

②
情
報
を
集
め
る

   
③
適
切
に
判
断
す
る
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松
しょうふくじ

福寺で市指定文化財の聖観世音菩薩が 17年ぶ
りに開帳。法要が営まれた（新小松原・5月14日）

小浜神社の例大祭「お城まつり」が開催。一番町
区が雲浜獅子の舞を奉納（城内一丁目・5月 3日）

第 12 回鯖街道体験ウオーキングに県内外から 50
人が参加。約34㌔のコースを踏破（広峰・5月13日）

公立若狭高等看護学院の「看護の日記念式」が
学生 80人により行われた（大手町・5月 11日）

椎村神社の春の例祭が営まれ氏子が王の舞を披
露。集落の繁栄と五穀豊穣を祈願（若狭・5月5日） 住民有志が南川ラインレスキュー隊を結成。河

川敷の草刈りやゴミ拾いを実施（生守・4月30日）

小浜市まちの駅・旭座のオープン 1周年記念イベ
ントでAKB48チーム8などが公演（白鬚・5月3日）

養殖サーモンの初出荷。5月末まで水揚げされ県
内外のスーパーなどで提供（宇久漁港・4月 23日）

17 年振りの開帳に地域住民集う

祭りでにぎわう城下町

歴史を感じて京都を目指す

「鯖街道」演歌にのせて広がれ

看護への決意を新たに

獅子退治の舞を奉納
南川を市民が憩う場に

目標はりっぱな海の子

まちの駅 1 周年  華やかに祝う

小浜育ちのサーモン  味に自信

Photo フォトニュースNews

第 2 回たんぼラグビーに県内外から 15 チーム、
約100人が参加。泥だらけでプレー（高塚・5月6日）

田んぼのコートでラグビーを

小浜海洋少年団の入団式と進級式が開催。5人が
入団し、6人の団員が進級（中央公民館・5月 13日）

ふるさと小浜M
ミ ラ イ

IRAI 事業の一環。松崎市長が国
富・宮川小学校に出前授業（宮川小・4月 28日）

地域の未来を考える

AKB48の元メンバーで演歌歌手の岩
い わ さ

佐美
み さ き

咲さんを
若狭おばま御

みけ つ く に

食国大使に委嘱（まちの駅・5月 3日）
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小浜市役所
〒 917-8585 小浜市大手町 6-3
☎ 0770-53-1111( 代 )
FAX 0770-53-0742( 代 )
HP http://www1.city.obama.fukui.jp/ 

▼
と
き　

６
月
15
日
㊍
、
17
日
㊏
、

　

19
日
㊊　

い
ず
れ
も
10
時
〜
13
時

▼
と
こ
ろ　

食
文
化
館（
川
崎
三
丁
目
）

▼
内
容　

フ
ォ
カ
ッ
チ
ャ
、
ス
ク
ラ

　

ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
、
大
麦
の
ミ
ネ
ス

　

ト
ロ
ー
ネ
、
豆
腐
の
バ
バ
ロ
ア

▼
定
員　

各
先
着
30
人

▼
参
加
費　

８
０
０
円

▼
申
込
期
限　

実
施
日
の
３
日
前

　

市
で
は
、
総
務
省
や
経
済
産
業
省

な
ど
、
国
の
各
省
庁
が
実
施
す
る
統

計
調
査
の
調
査
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
で
、
統
計
調
査

　

業
務
に
関
心
が
あ
り
、
忠
実
か
つ

　

責
任
感
の
あ
る
人

▼
登
録
期
間　

調
査
員
と
し
て
登
録

　

後
２
年
間

▼
申
込
期
限　

６
月
23
日
㊎

　

放
送
大
学
は
、
文
部
科
学
省
と
総

務
省
が
設
置
し
た
通
信
制
大
学
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
や
職
業
の
人

が
学
ん
で
い
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

６
月
15
日
㊍

　
　
　
　
　
　

〜
９
月
20
日
㊌

▼
問
い
合
わ
せ　

放
送
大
学
福
井
学

　

習
セ
ン
タ
ー
（
ア
オ
ッ
サ
７
階

　

・
福
井
市
）
☎
０
７
７
６
・
22
・

　

６
３
６
１

　

夏
休
み
期
間
中
、
仕
事
な
ど
で
保

護
者
が
家
庭
に
い
な
い
小
学
生
を
対

象
に
、
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　

宮
川
・
松
永
・
口
名
田
の

　

各
児
童
ク
ラ
ブ

▼
期
間　

７
月
21
日
㊎
〜
８
月
31
日
㊍

▼
開
設
日　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
（
８
月
13
日
〜
15
日
を
除
く
）

▼
定
員　

各
３
人
程
度

▼
料
金　

１
６
０
０
０
円

▼
締
切　

６
月
30
日
㊎

※
校
区
外
も
受
け
付
け
ま
す

※
各
ク
ラ
ブ
の
受
け
入
れ
人
数
に
限

　

り
が
あ
る
た
め
、
全
員
の
要
望
に

　

応
え
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

今月のイベント

しりつとしょかん おはなしかい
とき　6 月 10 日㊏
　　　① 10 時 30 分〜
　　　② 11 時〜
　　　③ 14 時 30 分〜
内容　① 0 〜 2 歳向け
　　　②③ 3 歳以上向け

おばま児童文学会「風夢」
のおはなし会

とき　6 月 24 日㊏ 11 時〜

■問い合わせ
市立図書館（白鬚）

 ☎ 52・1042

■
市
立
図
書
館

くらしの情 報

Obama City Information 市民の皆さんのくらしに役立つ情報をお届けします

イ
ベ
ン
ト

募
集

季
節
の
調
理
体
験（
６
月
編
）

御
食
国
若
狭
お
ば
ま
食
文
化
館
☎
53
・
１
０
０
０

統
計
調
査
員

水
上
安
全
法
救
助
員
養
成
講
習
会

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員

市
民
協
働
課
☎
64
・
６
０
０
９

市
民
福
祉
課
☎
64
・
６
０
１
１

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課
☎
64
・
６
０
１
４

放
送
大
学
２
学
期
学
生
募
集

児
童
ク
ラ
ブ
夏
休
み
会
員

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３
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■第四回旭座上方落語会
　▶とき　6 月 3 日㊏ 14 時〜
　▶出演　桂

かつら

文
ぶ ん し

枝、林
はやしや

家染
そ め じ

二、笑
しょうふくてい

福亭右
うきょう

喬、
　　　　　桂

かつら

三
さ ん ご

語、入
いりたに

谷和
か ず め

女（三味線）
　▶料金　前売 4,500 円
　　　　　5 月 20 日㊏〜
　　　　　まちの駅にて限定販売
　　　　　当日券 5,000 円
　問まちの駅☎ 52・2000

■ウーマンラッシュアワー村
むらもと

本の
　　　　　　　　　　   大演説会 in 福井
　▶とき　6 月 4 日㊐ 13 時〜
　▶料金　前売 3,000 円
　　　　　チケットよしもと、チケットぴあ、
　　　　　ローソンチケットにて販売
　　　　　当日券 3,500 円
　問まちの駅☎ 52・2000

■大衆演劇
　▶とき　6 月 7 日㊌、8 日㊍
　　　　　① 12 時〜②18 時〜
　▶出演　戟

げきとう

党　市
いちかわ

川富
ふ み お

美雄一座　
　▶料金　各前売 3,000 円（完全予約制）
　問濱の湯☎ 53・4126

■伝統芸能の祭典 in「旭座」
　〜村々に伝わる小浜の祭り〜
　▶とき　6 月 25 日㊐ 14 時〜
　▶内容　市内に伝わる伝統芸能の公演
　▶出演　西津まつり、田烏まつり
　▶料金　無料
　問文化課☎ 64・6034

■文学座公演
　▶とき　7 月 9 日㊐ 14 時〜
　▶内容　創立 80 周年を迎えた『文学座』
　　　　　の小浜初公演
　　　　　「台詞の粋 - 岸

き し だ く に お

田國士と久
く ぼ た

保田
　　　　　万

ま ん た ろ う

太郎 -」
　　　　　第一部「驟

しゅうう

雨 - ラジオドラマより」
　　　　　第二部「一周忌」
　▶出演　文学座
　　　　　中

なかむらあきお

村彰男、吉
よしのまさひろ

野正弘、山
やまもといくこ

本郁子、
　　　　　石

い し い れ い こ

井麗子
　▶料金　1,000 円
　問文化会館☎ 53・9700

まちの駅「旭座」イベント情報
　

一
流
の
ロ
ッ
ク
ダ
ン
サ
ー
の
演
技

を
一
流
の
音
響
照
明
の
も
と
、
身
近

に
楽
し
め
ま
す
。
７
団
体
に
よ
る
各

種
ダ
ン
ス
と
、
劇
団
久
須
夜
の
演
劇

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
、
夢
の

世
界
へ
と
誘
い
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
２
日
㊐
13
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

文
化
会
館
（
大
手
町
）

▼
料
金　

一
般
１
０
０
０
円
、
高
校

　
　
　
　

生
以
下
５
０
０
円

　
「
変
体
が
な
」
や
「
く
ず
し
文
字
」

を
学
び
古
文
書
に
親
し
む
講
座
で
す
。

▼
と
き　

６
月
17
日
㊏
、
７
月
15
日

　

㊏
、
８
月
19
日
㊏
、
９
月
16
日
㊏
、

　

10
月
21
日
㊏
、
11
月
18
日
㊏
い
ず

　

れ
も
13
時
30
分
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家（
大
手
町
）

▼
内
容　

読
む
楽
し
み
＆
西
依
家
文
庫

▼
講
師　

中な
か
じ
ま
よ
し
ふ
み

島
嘉
文
さ
ん
（
酒
井
家

　

文
庫
保
存
活
用
協
議
会
長
）、
柳

や
な
ぎ

　

沢さ
わ

芙ふ

み

こ
美
子
さ
ん
（
県
文
書
館
副
館

　

長
）、
岸き

し
も
と
さ
ん
じ

本
三
次
さ
ん
（
書
家
・

　

西に
し
よ
り依
成せ

い
さ
い斎
研
究
者
）、
川か

わ
ま
た
ひ
ろ
た
か

股
寛
亨

　
（
市
文
化
課
学
芸
員
）　

▼
料
金　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

▼
と
き　

７
月
11
日
㊋
〜
21
日
㊎

　
　
　
　

10
時
〜
16
時
（
土
・
日
・

　
　
　
　

祝
日
を
除
く
8
日
間
）

▼
と
こ
ろ　

青
池
調
理
師
専
門
学
校

　
（
広
峰
）

▼
内
容　

受
講
者
の
就
職
を
支
援
す

　

る
た
め
に
、
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル

　

な
ど
の
基
本
操
作
を
講
習

▼
対
象　

55
歳
以
上
で
、
ハ
ロ
ー

　

ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
し
て
い
る

　

就
労
意
欲
の
高
い
人

▼
定
員　

10
人

▼
受
講
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
　
公
益
社
団
法
人
福

　

井
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連

　

合
☎
０
７
７
６
・
29
・
１
１
９
５

　

日
本
赤
十
字
社
福
井
県
支
部
小
浜

市
地
区
で
は
、「
赤
十
字
水
上
安
全

法
救
助
員
養
成
講
習
会
」
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

　

水
の
事
故
を
防
ぎ
、
命
を
守
る
た

め
、
プ
ー
ル
や
海
で
の
留
意
点
、
水

中
か
ら
の
救
助
法
や
応
急
手
当
な
ど

を
学
び
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
17
日
㊏
、
18
日
㊐

　
　
　
　

い
ず
れ
も
13
時
〜
22
時

　
　
　
　

６
月
19
日
㊊

　
　
　
　

９
時
〜
17
時

▼
と
こ
ろ　

若
狭
総
合
公
園
温
水

　

プ
ー
ル
（
北
塩
屋
）

▼
対
象
者　

15
歳
以
上
で
一
定
の
泳

　

力
が
あ
る
人

▼
受
講
料　

２
２
０
０
円
（
教
本
・

　

保
険
代
）

▼
そ
の
他　

筆
記
用
具
、
昼
食
（
夕

　

食
）
を
持
参
。
水
泳
と
運
動
の

　

で
き
る
服
装
で
参
加

▼
申
し
込
み　

６
月
９
日
㊎
ま
で
に

　

市
民
福
祉
課
へ

　

６
月
１
日
か
ら
の
水
道
週
間
に
ち

な
み
、
蛇
口
の
パ
ッ
キ
ン
の
無
料
取

り
替
え
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

取
り
替
え
を
希
望
す
る
人
は
、
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
水
と

湯
が
同
時
に
出
る
混
合
栓
な
ど
、
取

り
替
え
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
申
し
込
み
の
際
に
蛇
口
の
種
類

を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、自
分
で
交
換
す
る
人
に
は
、

無
料
で
パ
ッ
キ
ン
を
渡
し
ま
す
（
１

人
５
個
ま
で
）。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
去
年
申

　

し
込
ん
だ
人
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い　

▼
申
込
期
限　

６
月
７
日
㊌

▼
取
替
予
定　

６
月
中
旬
以
降

　
視
覚
が
い
害
者
の
自
立
と
地
域
社
会

へ
の
参
加
を
支
援
す
る「
同
行
援
護
従
業

者
」を
養
成
す
る
た
め
の
研
修
会
で
す
。

▼
と
き　

７
月
16
日
㊐
、
17
日
㊊
㊗
、

　

22
日
㊏
、
23
日
㊐

▼
と
こ
ろ　

社
会
福
祉
法
人
つ
み
き

　

ハ
ウ
ス
（
後
瀬
町
）

▼
受
講
料　

３
２
０
０
０
円
（
テ
キ

　

ス
ト
代
、
昼
食
代
込
み
）

▼
申
込
期
限　

６
月
30
日
㊎

▼
問
い
合
わ
せ
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

つ
み
き
☎
52
・
０
８
３
６

第
４
回
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
若
狭

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

古
文
書
に
親
し
む
講
座（
全
６
回
）

働
く
婦
人
の
家
☎
52
・
７
０
０
２

パ
ソ
コ
ン
初
級
講
習
受
講
者

福
井
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

※ 6月予定の主なものをお知らせします

同
行
援
護
従
業
者

養
成
研
修
会
の
受
講
生

高
齢
・
障
が
い
者
元
気
支
援
課

　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
・
老
人

福
祉
計
画
の
策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　

40
歳
以
上
の
市
民
で
、
介
護

　

に
関
心
の
あ
る
人
や
、
介
護
体
験
者

▼
定
員　

1
人
　

▼
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　

電
話
番
号
を
記
入
し
た
用
紙
お
よ

　

び
、介
護
ま
た
は
福
祉
に
関
す
る

　

作
文
を
提
出（
８
０
０
字
程
度
）

▼
申
込
期
限　

６
月
９
日
㊎
17
時
ま
で

▼
そ
の
他　

委
員
会
を
年
５
回
開
催

　

予
定

　
９
月
23
日
・
24
日
に
開
か
れ
る
全

国
女
性
落
語
大
会
へ
の
出
場
者
の
募

集
を
６
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
ま

す
。

▼
と
き　

９
月
23
日
㊏

　
　
　
　

12
時
30
分
〜　

予
選

▼
と
こ
ろ　

旭
座
・
サ
ン
ホ
テ
ル
や

　

ま
ね
（
白
鬚
）

▼
資
格　

日
本
語
が
話
せ
る
女
性
。

　

年
齢
・
国
籍
・
経
歴
は
不
問

▼
演
目　

古
典
・
創
作
は
問
わ
な
い

　

が
、
公
共
の
場
で
上
演
で
き
な
い

　

内
容
を
含
ま
な
い
こ
と

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
期
限　

８
月
22
日
㊋

ち
り
と
て
ち
ん
杯

全
国
女
性
落
語
大
会
出
場
者

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

第
九
合
唱
団
員
募
集

文
化
会
館
☎
53
・
９
７
０
０

　

記
念
す
べ
き
25
回
目
の
第
九
演
奏

会
で
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。今
回
は
、

合
唱
組
曲
「
小
浜
讃
歌
」
も
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
の
伴
奏
で
歌
い
ま
す
。

▼
と
き
　
12
月
10
日
㊐

▼
指
揮
者
　
古こ

た
に
せ
い
い
ち

谷
誠
一
さ
ん

▼
合
唱
指
導
　
小こ

ま
き
し
ん
す
け

牧
信
輔
さ
ん

▼
団
費
　
一
般
６
０
０
０
円

　
　
　
　

学
生
２
０
０
０
円

蛇
口
の
パ
ッ
キ
ン
無
料
取
り
替
え

上
下
水
道
課
☎
64
・
６
０
２
９
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健
康
・
福
祉

生
活
習
慣
病
検
診

生
活
習
慣
病
検
診
（
日
曜
）

生
活
習
慣
病
検
診（
女
性
限
定
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

軽自動車のグリーン化特例（軽課）の延長

自転車の交通ルールを守りましょう

　軽自動車税のグリーン化特例（軽課）について、基準
の改正が行われた上で、適用期限が２年間延長されます。

　自転車は車の仲間です。交通ルールを守って正しく
乗りましょう。

区分 軽減率

電気自動車等 75％軽減

2020 年燃費基準＋20％達成 50％軽減

2020 年燃費基準達成 25％軽減

区分 軽減率

電気自動車等 75％軽減

2020 年燃費基準＋30％達成 50％軽減

2020 年燃費基準＋10％達成 25％軽減

■問い合わせ　税務課☎ 64・6004

■問い合わせ　税務課☎内線 135

■問い合わせ　生活安全課☎ 64・6007
▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
６
月
６
日
㊋:

　

Ｊ
Ａ
活
性
化
セ
ン
タ
ー（
遠
敷
）、

　

９
日
㊎:

中
名
田
公
民
館（
下

　

田
）、
14
日
㊌:

田
烏
漁
協
組
合

　
（
田
烏
）、
21
日
㊌:

久
須
夜
交
流

　

セ
ン
タ
ー（
阿
納
尻
）、
27
日
㊋
、

　

７
月
５
日
㊌:

健
康
管
理
セ
ン

　

タ
ー（
南
川
町
）、
７
日
㊎:

加
斗

　

公
民
館（
上
加
斗
）、11
日
㊋:

松

　

永
公
民
館（
上
野
）

▼
内
容　

特
定
（
基
本
）
健
診
、
が

　

ん
検
診
（
肺
・
胃
・
大
腸
・
子
宮

　

頸
・
乳
・
前
立
腺
）、
Ｃ
・
Ｂ
型

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、
骨
検
診

　

※
６
月
９
日
、
７
月
７
日
は
子
宮

　
　

頸
・
乳
が
ん
・
骨
検
診
な
し
。

　
　

６
月
14
日
、
７
月
11
日
は
子
宮

　
　

頸
・
乳
・
胃
が
ん
、骨
検
診
な
し
。

　
　

６
月
21
日
は
子
宮
頸
・
乳
が
ん

　
　

検
診
な
し

　

※
７
月
５
日
の
乳
が
ん
検
診
は
時

　
　

間
予
約
制

▼
申
込
期
限　

検
診
日
の
10
日
前
ま

　

で
（
定
員
有
）

※
特
定
健
診
は
加
入
の
健
康
保
険
者

　

が
発
行
し
た
受
診
券
が
必
要

▼
と
き　

６
月
29
日
㊍

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
南
川
町
）

▼
内
容　

特
定（
基
本
）健
診
、が
ん

　

検
診（
肺
・
胃
・
大
腸
・
子
宮
頸
・
乳
）、

　

Ｃ
・
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、骨
検
診

▼
申
込
期
限　

６
月
19
日
㊊
ま
で

▼
と
き　

６
月
25
日
㊐

▼
と
こ
ろ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
南
川
町
）

▼
内
容　

特
定（
基
本
）健
診
、が
ん
検

　

診（
肺
・
胃
・
大
腸
・
乳
・
前
立
腺
）、

　

Ｃ
・
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
、骨

　

検
診
※
子
宮
頸
が
ん
検
診
な
し

▼
申
込
期
限　

６
月
15
日
㊍
ま
で

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
対
象
者
に
送
付
し
て
い
ま

す
。

▼
対
象
者　

平
成
29
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
30
年
４
月
１
日
に
、
41
・
46

　

・
51
・
56
・
61
歳
に
な
る
人
で
、

　

以
前
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受

　

け
た
こ
と
が
な
い
人

※
券
裏
面
の
日
程
表
を
参
照
し
、
健

　

康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

▼
期
間　

10
月
31
日
㊋
ま
で

▼
と
こ
ろ　

指
定
歯
科
医
療
機
関

▼
費
用　

３
０
０
円

※
申
し
込
み
は
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

年
１
回
の
「
現
況
届
」
の
提
出
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
内
容　

現
受
給
者
が
６
月
分
以
降

　

も
引
き
続
き
受
給
要
件
を
満
た
し

　

て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
前

　

年
所
得
や
養
育
状
況
な
ど
を
確
認

　

し
ま
す

▼
提
出
期
限　

６
月
30
日
㊎
※
現
況

　

届
は
６
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す

※
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
６
月
分

　

以
降
の
児
童
手
当
の
支
給
が
で
き

　

な
く
な
り
ま
す
。
詳
細
は
現
況
届

　

に
同
封
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
参
照

歯
周
病
検
診

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎
52
・
２
２
２
２

児
童
手
当
「
現
況
届
」
提
出
を

子
ど
も
未
来
課
☎
64
・
６
０
１
３

お
知
ら
せ

　

今
年
に
入
り
、
架
空
請
求
詐
欺
の

被
害
が
県
内
で
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
「
有
料
動
画
閲
覧
履
歴
が
あ
り
、

法
的
措
置
に
移
行
す
る
」
と
い
う
よ

う
な
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
が
届
き
、
コ

ン
ビ
ニ
で
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド
を
買

う
よ
う
指
示
さ
れ
、
電
子
マ
ネ
ー
を

だ
ま
し
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

架
空
請
求
の
メ
ー
ル
は
無
視
し
て

く
だ
さ
い
。
決
し
て
連
絡
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
少
し
で
も
疑
問
を
感
じ

た
ら
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

架
空
請
求
詐
欺
の
被
害
が
急
増
中
！

消
費
生
活
相
談
室
☎
53
・
１
１
４
０

ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の

就
業
巡
回
相
談
会

子
ど
も
未
来
課

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

で
す
。
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
特
設

人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
１
日
㊍
10
時
〜
18
時

▼
と
こ
ろ　

働
く
婦
人
の
家（
大
手
町
）

▼
問
い
合
わ
せ　

福
井
地
方
法
務
局

　

小
浜
支
局
☎
52
・
０
２
３
８

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

　

長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受
け
、

耐
震
改
修
ま
た
は
一
定
の
省
エ
ネ
改

修
を
行
っ
た
場
合
、
工
事
完
了
年
の

翌
年
度
の
家
屋
改
修
部
分
に
係
る
固

定
資
産
税
が
２
／
３
減
額
さ
れ
ま
す
。

▼
耐
震
改
修
対
象　

昭
和
57
年
１
月

　

１
日
以
前
に
建
築

▼
省
エ
ネ
改
修
対
象　

平
成
20
年
１

　

月
１
日
以
前
に
建
築

※
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請

　

書
に
必
要
書
類
を
添
付
し
、
税
務

　

課
へ
の
提
出
が
必
要

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
促
進
を
目

的
と
し
、
就
業
支
援
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
29
日
㊍

　
　
　
　

13
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
四
谷
町
）

▼
問
い
合
わ
せ　

福
井
県
母
子
家
庭

　

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
７
６
・
21
・
０
７
３
３

※
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す

※
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守

　

７
月
か
ら
農
業
集
落
排
水
施
設
の

使
用
料
を
一
部
改
定
し
ま
す
。

▼
対
象
施
設
　
●
国
富
（
羽
賀
、
奈

　

胡
、
熊
野
、
次
吉
、
栗
田
、
高
塚
、

　

北
川
）　

●
松
永　

●
口
名
田
（
東

　

相
生
、西
相
生
、上
中
井
、下
中
井
、

　

滝
谷
、
口
田
縄
）　

●
中
名
田

農
業
集
落
排
水
使
用
料
の
一
部
改
定

特
設
人
権
相
談

固
定
資
産
税
減
額
制
度
が
新
設

上
下
水
道
課
☎
64
・
６
０
２
９

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

税
務
課
☎
64
・
６
０
０
４

▼
対
象　

本
年
度
40
歳
、
50
歳
に
な

　

る
人

福井県大気汚染情報
PM2．5の注意喚起にご注意を

　県では、平成 26 年度から、人体に影響を及
ぼす大気中の微小粒子状物質「PM2.5」の注意
喚起を実施しています。
　小浜を含む県内９カ所で「PM2.5」の濃度を測
定しています。測定値が基準を超えると予測さ
れる場合は、県内全域に注意喚起を行います。
【注意喚起基準】
　日平均 70 μ g/㎥を超えると予測される場合
【注意喚起方法】
　防災無線で市内に放送します。幼稚園、小学校、
老人介護施設などは FAX と電話で連絡します。
※注意喚起はその日の朝に出される予定で、当
　日のみ有効です。
【対処方法】

①不要な外出や屋外での長時間の激しい運動
　は控える
②換気や窓の開閉は必要最小限にする
③特に、呼吸器系、循環器系に疾患のある人、小
　児、高齢の人は、体調に応じて慎重に行動する

※詳細情報は、「福井県大気汚染情報」（http://
　www.erc.pref.fukui.jp/tm/）で確認

【改正前】
取得期間：H28.4.1 〜 H29.3.31
軽課年度：H29 年度（取得の翌年度分のみ）

１．自転車は車道が原則、歩道は例外
歩道と車道の区別があるところは、車道通行が原
則です

２．車道は左側を通行
自転車は、道路の左端に寄って通行しなければい
けません

３．歩道は歩道者優先で、車道寄りを徐行
歩道では、すぐに停止できる速度で運転。歩行者
の通行を妨げる場合には、一時停止しなければな
りません

４．安全ルールを守る
飲酒運転や並進は禁じられています。また夜間は
ライトを点灯しましょう

５．子どもはヘルメット着用
保護者の皆さんは、子どもに乗車用ヘルメットを
かぶらせましょう

【改正後】
取得期間：H29.4.1 〜 H31.3.31
軽課年度：H30 年度、H31 年度（取得の翌年度分のみ）

※「電気自動車等」とは、電気自動車・天然ガス自動車
※電気自動車を除くガソリン車・ハイブリッド車・LPG 車は、
　いずれも平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成車（★★★
　★）または平成 30 年排出ガス基準 50％低減達成車に限る

各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載

市立図書館からのお知らせ

■問い合わせ　環境衛生課☎ 64・6016

■問い合わせ　市立図書館☎ 52・1042

　児童向けの取り組みが評価され “ 子どもの読書
活動優秀実践図書館 ” として文部科学大臣表彰を
受賞しました。

　今後も市民の人に喜んでいただける図書館を目
指して、さまざまな取り組みを行っていきますの
で、ぜひ図書館をご利用ください！！

【主な取り組み事例】
　・毎月のおはなし会の実施
　・季節折々の展示や各種イベントの実施
　・おばま児童文学会「風夢」と連携した読み
　　聞かせの実施
　・市内の各保育園、小学校などへの団体貸し
　　出し
　・ブックスタート事業
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企業会計（水道事業）
収　　入 支　　出

予 算 額 収入済額（うち下半期分） 執行率 予 算 額 支出済額（うち下半期分） 執行率
収益的収支 4 億 9,909 5 億 862（2 億 6,072） 101.9 4 億 1,776 4 億 387（2 億 3,260） 96.7
資本的収支 2 億 8,310 2 億 5,919（2 億 5,919） 91.6 4 億 9,702 4 億 4,967（3 億 6,022） 90.5

（単位：万円・％）

市有財産の現在高
土地 1,150,675㎡
建物 176,301㎡
山林 2,878,700㎡
有価証券 9,300 万円
出資による権利 1 億 1,790 万円

基金
一般会計 22 億 6,910 万円
特別会計 5 億 3,118 万円

市債、一時借入金の現在高
一般会計 150 億 6,585 万円
特別会計 168 億 7,474 万円
企業会計 17 億 5,751 万円
一時借入金 0 万円

特別会計

会 計 名 予 算 額
収　　入 支　　出

収入済額（うち下半期分） 執行率 支出済額（うち下半期分） 執行率

国民健康保険事業 36 億 5,887 30 億 2,070（17 億 4,433） 82.6 33 億 4,775（18 億 742） 91.5
後期高齢者医療 3 億 4,640 3 億 2,244（2 億 1,920） 93.1 3 億 2,955（2 億 2,836） 95.1
介護保険事業 32 億 1,504 26 億 555（13 億 918） 81.0 29 億 1,121（16 億 1,113） 90.5
簡易水道事業 7,895 7,817（4,403） 99.0 7,157（3,907） 90.7
下水道事業 17 億 3,614 6 億 1,539（3 億 2,303） 35.4 16 億 510（8 億 1,982） 92.5
農業集落排水事業 4 億 5,747 2 億 3,892（1 億 2,261） 52.2 4 億 3,489（2 億 2,491） 95.1
漁業集落環境整備事業 5,508 3,171（1,557） 57.6 4,358（2,319） 79.1
加斗財産区運営事業 5 5（1） 102.5 2（2） 44.0

（単位：万円・％）

一般会計（歳出）
科　　目 予 算 額 支出済額（うち下半期分） 執行率

議会費 1 億 8,961 1 億 8,212（8,440） 96.0
総務費 23 億 3,368 19 億 9,300（12 億 6,258） 85.4
民生費 46 億 5,606 36 億 9,751（20 億 6,196） 79.4
衛生費 26 億 6,458 15 億 5,906（10 億 5,862） 58.5
労働費 1 億 9,785 1 億 7,432（1,018） 88.1
農林水産業費 10 億 9,097 4 億 7,464（2 億 7,130） 43.5
商工費 6 億 6,976 5 億 8,247（1 億 7,246） 87.0
土木費 24 億 1,669 10 億 2,880（5 億 6,550） 42.6
消防費 5 億 4,950 5 億 4,073（2 億 1,703） 98.4
教育費 26 億 4,897 18 億 884（8 億 9,116） 68.3
災害復旧費 0 0（0） 0.0
公債費 16 億 2,172 16 億 223（8 億 866） 98.8
予備費 684 0（0） 0.0

合　　計 190 億 4,621 136 億 4,371（74 億 384） 71.6

（単位：万円・％）

一般会計（歳入）
科　　目 予 算 額 収入済額（うち下半期分） 執行率

市税 35 億 7,916 34 億 3,577（15 億 1,963） 96.0
地方譲与税 1 億 4,033 1 億 4,033（1 億 130） 100.0
利子割交付金 490 490（356） 100.0
配当割交付金 1,389 1,389（978） 100.0
株式等譲渡所得割交付金 830 830（830） 100.0
地方消費税交付金 5 億 4,232 5 億 4,232（2 億 3,221） 100.0
自動車取得税交付金 3,161 3,161（2,303） 100.0
地方特例交付金 1,355 1,355（0） 100.0
地方交付税 50 億 3,026 50 億 3,026（18 億 660） 100.0
交通安全対策特別交付金 343 343（163） 100.0
分担金及び負担金 4 億 1,377 2 億 9,348（1 億 9,131） 70.9
使用料及び手数料 2 億 9,846 2 億 8,691（1 億 5,430） 96.1
国庫支出金 27 億 2,139 19 億 8,035（14 億 4,973） 72.8
県支出金 16 億 8,087 6 億 9,863（5 億 5,626） 41.6
財産収入 3,654 3,472（2,034） 95.0
寄附金 3 億 8,110 3 億 8,445（3 億 6,737） 100.9
繰入金 5 億 3,205 5 億 3,205（5 億 3,205） 100.0
繰越金 5 億 6,061 5 億 6,060（0） 100.0
諸収入 6 億 110 4 億 5,355（3 億 7,381） 75.5
市債 24 億 5,259 5 億 2,630（2 億 3,320） 21.5

合　　計 190 億 4,621 149 億 7,538（75 億 8,440） 78.6

（単位：万円・％） 　平成 28 年度下半期（10 月 1 日〜
3 月 31 日）の市予算の執行状況な
どをお知らせします。
※数値はすべて表示桁未満を四捨五
　入していますので、合計などが合
　わない場合があります

■問い合わせ　財政課☎内線 333

■問い合わせ　教育総務課☎ 64・6032

【平成29年3月31日現在】平成 28 年度 下半期の財政事情をお知らせします

市民 1人当たりで
換算しました

市民 1 人当たりの
税負担額

市民 1 人当たりに
使われるお金

市民 1 人当たりの
市債残高

市民 1 人当たりの
基金残高

… 119,616 円

… 636,529 円

… 503,504 円

…   75,834 円

※ 3 月 31 日現在の人口　29,922人

いつも心にこの歌を 希望と校章その胸に
校章デザイン・校歌作詞者が決定

　松永・国富・遠敷・宮川の 4 小学校が統合し、平成 31 年 4

月に開校の「小浜美郷小学校」の校章と校歌歌詞を昨年 6 月か

ら約 2 カ月間にわたり公募し、審査した結果、校章デザイン・

校歌作詞者が決まりました。

校章デザインには 74 点の応募の中から、グラフィックデザイナー・奥野和夫さん（神奈川県）の作品が、
校歌の作詞には 63 点の応募の中から、後藤正樹さん（京都府）の作品がそれぞれ選ばれました。

　

そ
よ
風
に
揺
れ
る
実
っ
た
稲
穂
で

美
し
い
郷
土
を
表
現
し
ま
し
た
。
美

郷
の
「
み
」
の
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
小
」
の
字
は
、
小●

学
校
と
小●

浜
も

意
味
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
の
木

で
あ
る
モ
ミ
ジ
の
エ
ン
ジ
色
に
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
よ
風
で
波
打
つ

田
園
の
様
子
を
翼
に
見
立
て
、
そ
の

形
に
夢
や
希
望
を
託
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
４
色
の
ラ
イ
ン
が
一
つ
に
な

る
形
は
、
東
部
４
地
区
が
協
調
し
、

発
展
し
て
い
く
こ
と
を
表
し
、
美
し

い
田
園
地
帯
を
構
成
す
る
稲
や
季
節

の
花
、
空
を
映
す
豊
か
な
水
の
色
で

も
あ
り
ま
す
。

　

大
阪
音
楽
大
学 

音
楽
学
部
器
楽

専
攻 

ピ
ア
ノ
科 

卒
業
。

　

平
成
22
年
に
忠
野
区
に
お
い
て
古

民
家
を
再
建
し
、
５
年
間
に
わ
た
っ

て
居
住
。
作
曲
活
動
を
続
け
る
か
た

わ
ら
地
元
行
事
を
通
し
て
地
区
民
と

の
交
流
を
深
め
て
き
た
。

　

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ

日
本
代
表
チ
ー
ム
の
競
技
音
楽
を
作

曲
。
‘96
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　

‘00
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
‘04
ア

テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
‘16
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
世
界

水
泳
な
ど
こ
れ
ま
で
に
作
曲
し
た
演

技
で
す
べ
て
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
日

本
代
表
チ
ー
ム
に
貢
献
。

　

そ
の
他
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
Ｃ
Ｍ
、

舞
台
（
明
治
座
「
コ
シ
ノ
ア
ヤ
コ
物

語
」）や
イ
ベ
ン
ト（
愛
地
球
博
覧
会
、

大
阪
食
博
覧
会
な
ど
）
な
ど
、
多
数

の
音
楽
を
担
当
。

　

豊
か
な
自
然
や
文
化
に
恵
ま
れ
た

新
天
地
で
、
子
ど
も
た
ち
や
地
域
に

永
く
親
し
ま
れ
る
よ
う
な
小
学
校
を

イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。

　

生
き
生
き
と
す
く
す
く
育
つ
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
と
笑
い
声
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
作
詞
し
ま
し
た
。

　

地
域
と
と
も
に
成
長
し
、
小
浜
の
美

し
い
郷
土
を
受
け
継
い
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
い
つ
の
日
か
今
よ
り
も
っ

と
輝
く
美
し
い
郷
土
を
世
界
中
の
皆

さ
ん
に
見
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

※
校
歌
歌
詞
に
つ
い
て
は
、
完
成
し

た
曲
と
と
も
に
、
改
め
て
公
表
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
し
い
校
舎
で
、
多
く
の
新
し
い

友
達
と
共
に
、
元
気
よ
く
楽
し
く
学

ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　

バ
ス
通
学
の
児
童
も
含
め
て
、
通

学
ル
ー
ト
が
全
員
変
わ
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
早
く
通
学
や
生
活
の
リ
ズ

ム
に
慣
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
が
校
歌
を
歌
う
の
を
拝
見

し
た
い
で
す
。
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●
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●

グラフィックデザイナー
奥
お く の

野和
か ず お

夫 さん
（51 歳・横須賀市）

後
ご と う

藤正
ま さ き

樹 さん
（55 歳・京都市）

音楽家
大
おおさわ

沢みずほ さん
（60 歳・西宮市）

デ
ザ
イ
ン
に
込
め
た
思
い

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

歌
詞
に
込
め
た
思
い

児
童
た
ち
へ

児
童
た
ち
へ

校 章

校 歌

校 歌

デザイン
制 作 者

作 詞 者

作 曲 者

小浜美郷小学校
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地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る

　

平
成
11
年
か
ら
公
立
小
浜
病
院
で
小
児

科
医
を
務
め
る
原
さ
ん
。
岐
阜
県
出
身
で
福

井
医
科
大
学
（
現
在
は
福
井
大
学
医
学
部
）

を
卒
業
。
小
児
科
医
の
道
へ
進
ん
だ
き
っ
か

け
を
、「
大
学
の
現
場
実
習
で
子
ど
も
か
ら

元
気
を
も
ら
え
た
こ
と
」
と
振
り
返
り
、「
地

域
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
れ
る
の

も
や
り
が
い
で
す
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま
す
。

　

子
ど
も
の
発
達
相
談
や
支
援
に
も
意
欲

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
こ
の
10
年
で

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の
理
解
が
広
が
っ

て
き
ま
し
た
。
母
と
子
の
家
な
ど
就
学
前
の

支
援
体
制
も
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
」

　

一
方
で
、「
支
援
や
制
度
が
浸
透
し
て
い

な
い
側
面
も
あ
り
ま
す
」
と
話
し
、「
必
要

と
し
て
い
る
人
に
届
く
よ
う
に
今
以
上
の

周
知
が
必
要
で
す
」
と
課
題
を
挙
げ
ま
す
。

　

大
切
な
の
は
周
囲
の
理
解
だ
と
言
う
原

さ
ん
。「
で
き
な
い
こ
と
を
怒
る
と
子
ど
も

は
自
信
を
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
個
性
に

合
わ
せ
た
支
援
が
か
み
合
え
ば
、
そ
の
子

本
来
の
良
い
と
こ
ろ
が
育
っ
て
い
き
ま
す
」

　

地
域
の
あ
り
方
を
尋
ね
る
と
、「
困
っ
て

い
る
人
に
自
然
に
手
を
差
し
伸
べ
る
の
が

人
間
本
来
の
姿
で
あ
り
、
目
指
す
べ
き
社
会

だ
と
思
い
ま
す
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

剣道部　主将

最
後
の
大
会  

み
ん
な
で
勝
ち
た
い

剣
道
を
通
じ
て
礼
儀
を
学
び
た
い

女子バレー部小浜市発達障がい者支援専門委員会　委員長

（小浜中学校 3年生）

（若狭東高校 3年生）（46歳・南川町）

　

小
浜
中
学
校
剣
道
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と

し
て
部
員
を
ま
と
め
る
髙
鳥
く
ん
。

　

部
活
動
を
通
じ
て
礼
儀
作
法
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
こ
と
や
、
中
学
校
の
武
道
館

で
先
輩
た
ち
が
稽
古
に
励
ん
で
い
る
姿
に

魅
力
を
感
じ
、
剣
道
を
始
め
ま
し
た
。

　

部
員
は
３
年
生
１
人
、
下
級
生
６
人
と

少
人
数
で
す
が
、「
少
な
い
か
ら
こ
そ
、
お

の
お
の
が
勝
た
な
け
れ
ば
と
自
分
を
追
い

込
む
こ
と
で
、
み
ん
な
の
意
識
が
高
ま
り

ま
す
」
と
語
り
、「
お
互
い
の
反
省
点
や
課

題
も
部
員
と
相
談
し
、
稽
古
メ
ニ
ュ
ー
に

取
り
入
れ
や
す
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
「
当
た
り
前
の
こ
と
を
し
っ
か
り
す
る
」

こ
れ
は
、
部
員
た
ち
で
決
め
た
目
標
。
髙
鳥

く
ん
自
身
も
「
信
頼
は
、
築
き
上
げ
て
い
く

こ
と
は
大
変
で
も
、崩
れ
る
の
は
一
瞬
。『
当

た
り
前
の
こ
と
』
を
当
た
り
前
に
し
て
、
ま

わ
り
か
ら
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り

た
い
で
す
ね
」
と
目
を
細
め
ま
す
。

　
「
剣
道
に
は
人
そ
れ
ぞ
れ
の
型
が
あ
り
、

そ
の
型
に
込
め
る
思
い
が
あ
る
」
と
い
う

こ
と
を
先
生
か
ら
教
わ
っ
た
と
言
う
髙
鳥

く
ん
。「
自
分
の
型
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な

い
が
、
こ
れ
か
ら
時
間
を
か
け
て
探
し
て

い
き
ま
す
」
と
研
鑽
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

髙
た か と り

鳥 優
ゆ う や

矢 く
ん

　

若
狭
東
高
校
女
子
バ
レ
ー
部
の
吉
村
さ

ん
。
中
学
校
で
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て

い
ま
し
た
が
、
バ
レ
ー
の
選
手
が
ス
パ
イ

ク
を
打
ち
込
む
姿
に
「
自
分
も
や
っ
て
み

た
い
」
と
憧
れ
、
高
校
で
転
向
し
ま
し
た
。

　

一
緒
に
入
部
し
た
10
人
の
う
ち
未
経
験

者
は
吉
村
さ
ん
だ
け
。「
み
ん
な
に
追
い
つ

こ
う
と
、
自
主
練
習
や
、
顧
問
の
先
生
や
先

輩
か
ら
指
導
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
」

　

努
力
が
実
り
、
昨
年
新
チ
ー
ム
に
移
行

し
て
か
ら
は
出
場
機
会
が
増
加
。
１
６
６

㌢
の
身
長
を
生
か
し
た
ス
パ
イ
カ
ー
と
し

て
、
点
を
取
り
チ
ー
ム
に
貢
献
し
ま
す
。

　
「
声
を
出
し
て
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
る
の

が
自
分
の
役
割
」
と
話
す
吉
村
さ
ん
。
部

員
14
人
は
先
輩
後
輩
の
隔
て
な
く
み
ん
な

仲
が
良
い
そ
う
で
、「
一
体
感
が
あ
っ
て
、
す

ご
く
楽
し
い
で
す
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま
す
。

　
「
い
つ
も
大
会
に
来
て
く
れ
る
家
族
の
応

援
も
う
れ
し
い
。
力
に
な
っ
て
い
ま
す
」

　

６
月
の
春
季
高
校
総
体
が
３
年
生
に

と
っ
て
は
最
後
の
大
会
。「
こ
の
チ
ー
ム
で

や
る
の
は
こ
れ
が
最
後
な
の
で
寂
し
い
で

す
。
２
年
間
や
っ
て
き
た
こ
と
を
出
し
切
っ

て
、
一
つ
で
も
多
く
勝
ち
進
み
た
い
で
す
」

と
力
強
く
目
標
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

原
は ら

 慶
よ し か ず

和 さん 吉
よ し む ら

村 有
ゆ か

加 さ
ん

燃えろ！青春！部活道

燃えろ！青春！部活道若プロフェッショナル！働く　　者

らり！小浜人き

今
と
い
う
一
瞬
に
全
力
を
尽
く
す

（23歳・谷田部）

　

若
狭
町
の
若
狭
テ
ク
ノ
バ
レ
ー
に
あ
る
、

医
薬
品
製
造
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
て
い
る
、

入
社
６
年
目
の
奥
井
さ
ん
で
す
。

　

錠
剤
を
糖
衣
加
工
す
る
業
務
工
程
に
携

わ
っ
て
お
り
、「
薬
は
服
用
さ
れ
る
人
の
体

内
に
入
る
も
の
。
製
造
段
階
で
高
品
質
な
も

の
を
造
る
よ
う
、
い
つ
も
意
識
し
て
い
ま

す
」
と
仕
事
へ
の
こ
だ
わ
り
を
語
り
ま
す
。

　

体
を
動
か
す
こ
と
で
ス
ト
レ
ス
を
発
散

し
て
い
る
と
い
う
奥
井
さ
ん
。
高
校
か
ら
続

け
て
い
る
ラ
グ
ビ
ー
で
得
ら
れ
た
経
験
は
、

仕
事
で
も
生
か
さ
れ
て
お
り
、「
う
ま
く
い

か
な
い
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
、
我
慢
し
て
一
歩
一
歩
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
し
て
い
け
ば
、
少
し
ず
つ
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
く
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
ま
す
。

　
「
今
を
頑
張
ら
な
い
と
、
先
も
頑
張
れ
ま

せ
ん
。
手
を
抜
い
て
し
ま
う
と
成
長
で
き
ま

せ
ん
か
ら
」
と
向
上
心
を
み
せ
、「
全
力
を

尽
く
す
か
ら
こ
そ
、
見
え
て
く
る
も
の
や
得

ら
れ
る
も
の
が
あ
る
」
と
熱
く
話
し
ま
す
。

　

来
年
、
小
浜
で
開
催
さ
れ
る
、
福
井
し

あ
わ
せ
元
気
国
体
の
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
競
技
。「
地
元
で
行
わ
れ
る
大
き
な

大
会
な
の
で
、
選
手
と
し
て
出
場
を
目
指

し
ま
す
」
と
大
き
な
目
標
を
掲
げ
ま
す
。

奥
お く い

井 亮
り ょ う た

太 さ
ん

勤務先　生晃栄養薬品（株）若狭工場
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　　康長寿のススメ

【アクセス】

浅間 1

JR 東小浜駅から徒歩で 20分程

舞鶴若狭自動車道小浜 ICから

車で 10分程

【文と写真】

地域おこし協力隊 ハラ

地域おこし協力隊おススメ

浜小 百景
水無月のアジサイ ―常高寺までの道―

●次回のテーマ
　おばまの健康づくり 10 か条③
　「第２条：栄養・食生活２」
■問い合わせ　健康管理センター
　☎ 52・2222

第 20回

　水
み な づ き

無月とは 6月の旧暦の呼び方です。「水の無い
月」と書きますが、「無」は今でいう「の」の意味
なので、水無月とは「水の月」という意味です。
　あと一週間もすれば、一年で最も雨が降る月に
なります。アウトドアが好きな人にとっては雨が
続く憂うつな季節ですが、雨の切れ間に外に出れ
ば、植物には水滴がたまり、夏の訪れを感じる日
光が水滴に反射してキラキラと輝きます。
　常高寺への小道には、6月になると立派なアジサ
イの花が咲きます。曇り空から太陽がのぞき、〝天
使のはしご〟がかかる中を、ぜひアジサイを探し
ながらお散歩してみてください。いつもは憂うつ
な水無月が、素敵な月へと変わるかもしれません。

素
直
な
気
持
ち
を
歌
に
込
め
て

男声合唱団フロッグス　代表

（62歳・小湊）

田
た ぶ ち

渕 充
みつる

さ
ん

　

男
声
合
唱
団
フ
ロ
ッ
グ
ス
は
平
成
９
年

に
結
成
さ
れ
、
今
年
20
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
合
唱
の
楽
し
さ
を
味
わ
う
と
と
も
に
、

男
声
合
唱
の
良
さ
を
広
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
50
代
か
ら
70
代
の
男
性
12
人
が

所
属
。
毎
週
水
曜
日
に
文
化
会
館
で
練
習

を
行
い
、
各
種
コ
ン
ク
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
出
演
し
て
い
ま
す
。

　
「
合
唱
は
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
つ
く
り
あ
げ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。
み
ん
な
の
心
が
合
わ

さ
っ
た
と
き
、
音
が
響
き
合
い
、
歌
が
一

つ
の
す
ば
ら
し
い
音
楽
に
な
り
ま
す
」
と

代
表
の
田
渕
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　
「
オ
ジ
サ
ン
く
さ
さ
を
出
す
と
い
い
歌
に

な
る
ん
で
す
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
「
少
年

を
テ
ー
マ
に
し
た
歌
で
も
、
高
齢
の
人
が

歌
う
こ
と
で
味
の
あ
る
歌
に
な
る
ん
で
す
」

と
男
声
合
唱
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

　

田
渕
さ
ん
は
、
若
い
世
代
の
人
た
ち
に

「
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
趣
味
を
見
つ
け
て

ほ
し
い
。
仕
事
以
外
の
趣
味
を
持
つ
こ
と

で
、
仲
間
の
輪
や
人
生
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
か
ら
」
と
勧
め
ま
す
。

　
「
来
年
に
今
ま
で
の
活
動
の
集
大
成
と
な

る
よ
う
な
、
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
た

い
」
と
意
欲
を
み
せ
ま
し
た
。

一
日
５
皿
と
最
初
の
５
口

　
一
日
に
５
皿
分
の
野
菜
を
食
べ
る
こ

と
、
毎
食
、
最
初
の
５
口
は
野
菜
か

ら
食
べ
る
こ
と
に
、
気
を
配
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

える　 カラチ支

ート＆　 ルチャーカア健 おばまの健康づくり 10か条②「栄養・食生活」

踊
り
で
見
る
人
を
笑
顔
に
し
た
い

　
〝
お
ど
り
〟
で
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ

と
を
目
的
に
平
成
10
年
に
設
立
。
現
在
は

16
人
が
所
属
し
て
、
福
祉
施
設
や
地
域
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
民
舞
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
小
畑
さ
ん
（
写
真
左
）
は
、「
お

客
さ
ん
が
笑
顔
に
な
る
よ
う
に
踊
り
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
て
い
ま
す
」
と
言
い
、「
踊

り
手
と
見
る
人
が
一
体
に
な
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
み
せ
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
石
田
さ
ん
も
、「
お
客
さ
ん

が
喜
ん
で
く
れ
る
と
、
私
た
ち
も
パ
ワ
ー
を

も
ら
え
ま
す
。
続
け
よ
う
と
い
う
、
や
り
が

い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

な
で
し
こ
で
は
、
盆
踊
り
の
伝
承
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
昔
は
盆
踊
り
が
各

地
で
盛
ん
に
踊
ら
れ
て
い
て
、
人
と
人
と

を
つ
な
い
で
い
ま
し
た
」
と
話
す
小
畑
さ

ん
。「
日
本
人
は
和
の
文
化
に
も
っ
と
自
信

を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
日
本
な
ら

で
は
の
踊
り
の
普
及
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　

10
月
に
は
結
成
20
周
年
の
公
演
を
予
定
。

石
田
さ
ん
は
、「
若
い
人
に
も
踊
り
の
輪
が

つ
な
が
る
と
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
、

小
畑
さ
ん
も
、「
体
の
続
く
限
り
踊
り
を
広

め
る
と
と
も
に
、
次
世
代
に
も
引
き
継
い

で
い
き
た
い
で
す
」と
意
欲
を
み
せ
ま
し
た
。

第1条　毎食、野菜から食べましょう。

　　　　　　　　「毎
まい

ベジファースト５
ファイブ

」

◆毎日毎食、ベジタブル（野菜）を、ファースト（最初）に食べよう！
◆1日に5皿分（350㌘以上）最初の5口は野菜から！

県民栄養調査の結果から、小浜は野菜の摂取量が少ないこと
が分かっています。キャッチフレーズを『毎

まい

ベジファースト５
ファイブ

』と
して、以下の普及に取り組みます。

★常高寺

ごはんなど
（主食）

野菜
料理①
（副菜）

野菜
料理②
（副菜）

毎
日
、
野
菜
を
食
べ
よ
う

　
一
日
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ

ル
、
食
物
繊
維
な
ど
を
補
給
す
る
に
は

３
５
０
㌘
〜
４
０
０
㌘
の
野
菜
を
食

べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
色
の
濃
い
緑

黄
色
野
菜
と
薄
い
も
の
、
い
ろ
い
ろ
な

色
を
と
り
そ
ろ
え
る
と
、
抗
酸
化
作

用
（
体
の
酸
化
を
抑
え
る
作
用
）
も

活
発
に
働
き
、
血
管
内
膜
の
炎
症
や
、

老
化
、
発
が
ん
の
予
防
に
な
り
ま
す
。

毎
食
、
野
菜
を
食
べ
よ
う

　

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
に
は
体
に

貯
め
て
お
け
な
い
栄
養
が
多
く
あ
り

ま
す
。
食
べ
て
数
時
間
で
体
外
に
出

て
し
ま
う
た
め
、
毎
食
し
っ
か
り
補

給
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

野
菜
か
ら
食
べ
よ
う

　

食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す
る
と
、
そ

の
種
類
や
量
に
見
合
っ
た
イ
ン
ス
リ
ン

と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
す
い
臓
か
ら
分
泌

さ
れ
、
血
糖
値
を
下
げ
る
働
き
を
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
気
に
、
多
量

の
イ
ン
ス
リ
ン
が
必
要
な
食
べ
方
を
し

て
い
る
と
、
次
第
に
食
事
の
量
や
内

容
に
合
わ
せ
た
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
食

後
高
血
糖
の
状
態
か
ら
、
心
筋
梗
塞

や
脳
卒
中
、
糖
尿
病
な
ど
が
起
こ
り

ま
す
。
野
菜
か
ら
食
べ
る
こ
と
は
、
イ

ン
ス
リ
ン
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

メイン料理（主菜）
＋付け合わせ野菜

おどりボランティアなでしこ

（76歳・多田）小
お ば た

畑 美
み さ こ

佐子 さ
ん

（68歳・田烏）石
い し だ

田 ふみ子
こ
さ
ん
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※印のついた相談などは要予約です。相談は基本的に無料です。内容は変更される場合があります。

編 集 後 記

人の動き（5 月 1 日現在） 

・人口 29,928 人
　（前月比 +6 人）
　（前年同月比 -288 人）
　男性 14,624 人
　女性 15,304 人
　世帯数 11,954 世帯

・異動   転入 129 人   転出 115 人
　　　  出生　26 人   死亡　34 人

相談名 開催日 時間 ところ 問い合わせ

結婚相談 1 日㊍、15 日㊍ 9 時 30 分〜11 時 30 分
文化会館 子ども未来課☎ 64・6013

結婚相談（本人のみ） 24 日㊏ 13 時 30 分〜15 時 30 分

弁護士無料相談※ 6 日㊋ 13 時 30 分〜15 時 働く婦人の家 福井弁護士会
☎ 0776・23・5255

出張年金相談※ 8 日㊍、22 日㊍ 10 時〜12 時、13 時〜15 時 文化会館 敦賀年金事務所
☎ 0770・23・9905

高齢者専門相談（法律）※ 15 日㊍ 13 時〜16 時 嶺南地域福祉相談・
介護実習普及センター 同☎ 52・7832

行政相談 20 日㊋ 13 時 30 分〜14 時 30 分 市役所 1 階  101 会議室 市民協働課☎ 64・6009

法律相談（消費生活トラブル）※ 22 日㊍ 14 時〜16 時 嶺南消費生活センター 同☎ 52・7830

■子育て情報

心配ごと相談
とき：14 日㊌　
　　　13 時〜16 時
ところ：サン・サンホーム
　　   小浜
　　   問同☎ 56・5802
介護など生活での困りご
との相談に応じます

■体や心・生活の相談
こころの相談※

とき：毎週㊌ 10 時〜11 時
ところ：小浜市社会福祉協議会
　　　 問同☎ 56・5800
とき：毎週㊎ 12 時〜17 時
ところ：つみきハウス　　
　　　 問同☎ 53・1190
心の悩みを相談してください

精神保健相談※
とき：6 日㊋、20 日㊋
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300
心の病気や、心の悩みに
関する相談に応じます

カフェ・ぽ〜れ
とき：8 日㊍　
　　　13 時 30 分〜15 時
ところ：花水木（鹿島）
　　　問坂

さ か が み

上和
か ず よ

代さん☎
　　　090・5686・4147
認知症予防の活動や相談が
できます ※参加費 100 円

スクスク元気っ子教室
とき：20 日㊋　
　　　10 時〜10 時 30 分受付
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
離乳食の試食や相談、発
育・発達、育児など子育て
相談。身体計測も可能です

子育てワイワイ広場
とき：12 日㊊、26 日㊊
　　　9 時 30 分〜12 時
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
未入園児の親子に 2 階和
室を開放しています。交
流の場としてどうぞ

母乳育児相談
とき：12 日㊊、26 日㊊
　　　10 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：健康管理センター
　　　 問同☎ 52・2222
助産師による母乳育児の
相談です。体重、哺乳量
の測定も可能です。

■法律や行政・その他の相談

■今月の窓口

毎週金曜日（祝日・年末年始を除く）、
市役所 1 階の窓口（市民福祉課、高齢・
障がい者元気支援課、子ども未来課、税
務課、環境衛生課、会計課）では、執務
時間を 18 時 30 分まで延長しています。

税の納付窓口

休日納付窓口　25 日㊐ 9 時〜17 時

夜間納付窓口　30 日㊎ 20 時まで

■今月の休日当番医

※★印のついた当番医の日は、小児患者
　は、杉田玄白記念公立小浜病院（大手
　町）で小児科医が休日診療を行います

■今月の休館日

市立図書館
6 日㊋・13 日㊋・18 日㊐・
20 日㊋・27 日㊋・28 日㊌

若狭図書学習センター
5 日㊊・12 日㊊・19 日㊊・
22 日㊍（2F のみ）・26 日㊊

市民サービスコーナー
18 日㊐

温水プール
5 日㊊・12 日㊊・19 日㊊・26 日㊊

人権相談
とき：1 日㊍　
　　　10 時〜18 時
ところ：働く婦人の家
　　問法務局☎52・0238
悩みごと、心配ごとのあ
る人は、気軽に相談して
ください

親子運動遊び※
とき：5 日㊊、16 日㊎　
　　　10 時〜11 時
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
子どもと一緒に体を動かし
て遊びます。親子でのふれ
あいを楽しみましょう

ａｕショップ小浜
☎0800-7002298

▼仮社屋の住所等はこちらです
小浜市和久里15-22-8
☎ (0770)56-5212 ・FAX(0770)56-5215

お気軽にお問い合わせください
現在、仮社屋で営業しております

㈲杉田石材店

安心と信頼  地元の石屋さん
お墓ディレクター（1級）在籍
（日本石材産業協会登録第12-100024号） 

のびのび広場※
とき：7 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
季節に応じた活動や運動
会など、子どもが楽しむ
親子遊びを提供します

誕生会※
とき：28 日㊌　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
今月に誕生日を迎えるお
子 さ ん の お 祝 い を し ま
しょう

子育てサロン※
とき：2 日㊎　
　　　9 時 30 分〜11 時 30 分
ところ：子育て支援センター
　　　問同☎ 56・3386
子育て相談会やクッキン
グなど、育児のアイデア
を提供しています 4 日㊐　：★にしお内科クリニック（南川町）

　　☎ 53・2407
11日㊐　：★本馬医院（水取一丁目）

　　☎ 52・2233
18日㊐　：★小津外科医院（日吉）

　　☎ 52・0072
25日㊐　：いちせクリニック（南川町）

　　☎ 53・2415

■各種相談・休館日など

エイズ・肝炎相談、検査
とき：5 日㊊、19 日㊊
　　　9 時〜10 時 30 分
HIV 検査普及週間行事夜間検査
とき：1 日㊍
　　　17 時 30 分〜 20 時 30 分
ところ：若狭健康福祉センター
　　　 問同☎ 52・1300

地域に愛され、貢献できる
学校を目指しています

全車種やります ! 2017/4/24 〜 7/20 迄

小浜自動車学校

地域貢献キャンペーン
夏の帰省で普通免許取得！
地元出身学生 35,000 円割引！

●先月からイベントなどに取材でお
邪魔するようになりましたが、写真
の撮影に一苦労▶カメラに収めなけ
ればならない瞬間がつかめず、右往
左往してばかり▶それでも、取材を
通していろいろな出会いがあり、今
まで知らなかった人や、偶然知り合
いに会うことも▶今後の出会いを楽
しみに、毎日精進していきます（竹）

●来年の福井国体を前にいよいよプ
レ大会が開催▶ 6 月は北信越高校ラ
グビー大会が行われます（P2〜3 参
照）▶平成 5 年の国体 100㍍走で優
勝した朝

あ さ は ら

原宣
の ぶ は る

治さんは、実力を発揮
するためには「心身共に充実すべく
周到な準備が必要」と話します▶厳
しい練習を経て試合に挑む選手たち。
皆さんぜひ応援をお願いします（松）



公式Facebookで
地域の情報を発信中

便利なまち歩きアプリ
「お散歩ナビ」はこちらから
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写真連載Life
輝く子どもたち

浜っ子こども園 サツマイモの苗植え（伏原・5 月 9 日）

初夏の畑でおいもを植える。

たくさんの栄養とりいれ、ぐんぐん育つ。

たくさんの愛情そそがれ、すくすく育て。

植えたおいもは「たくさんできるかな」「おいしくできるかな」。

まわりのみんなに見守られ、大きくなーれ。
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